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Tatuo MORITO, who was the first president of Hiroshima University, was one of the 
most important Japanese intellectuals of the prewar and postwar period. He was 
involved in the establishment of the Constitution of Japan and was a politician after the 
war.  
 After MORITO retired from the House of Representatives, he became 
president of Hiroshima University and played an important role in peace issues, based 
on Hiroshima’s history as the first place destroyed by atomic weapons. His aim in 
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Hiroshima was to investigate the university and the peculiar meaning of peace, as it was 
symbolized by the word “HIROSHIMA”. MORITO counted on the United Nations, and 
pushed forward with the restoration of Hiroshima as International peaceful city. 
MORITO claimed to advance the ideal of peace gradually and was opposed to 
anti-American forces, which were influenced by movements against atomic and 
hydrogen bombs and nationalistic ideologies. Even at the present, there are two different 
political opinions about Hiroshima and peace. 
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はじめに 
 




し、同年 8 月 6 日、原子爆弾の投下により、壊滅的な打撃をうけた広島の人々
は、8 月 15 日を安堵のなかにむかえるどころではなかった。戦争の災禍が余り
に大きく、そして、深かったのである。広島の人々にとって、時計の針は、昭










 森戸辰男は、明治 21 年(1888 年)12 月 23 日、広島県福山市に生まれた。旧制
福山第一中学、第一高等学校、東京帝国大学法科大学経済学科と進み、そのま
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ての広島大学初代校長への就任要請をうけて、代議士を辞職して、昭和 25 年 5
月、新制広島大学初代学長に就任した。約 13 年間の広島大学長時代を含めて、
森戸は、国際的にはユネスコの国内委員会副委員長・委員長(昭和 34 年 10 月）
となってユネスコの精神普及に努め、国際大学協会の振興に力を尽くすととも
に、日米文化会議の中心としても活動した。また、教育面でも、日本育英会長(昭
和 38 年 4 月～昭和 47 年 3 月)および、広島大学長時代から「ミスター中教審」
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する森戸の批判は、原水禁世界大会に見られる日本の平和運動に対する批判と
もなっていった。 
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 (3)原水爆禁止運動に対する批判 
 














































のは、開学一年後の昭和 25 年 4 月 19 日のことであった。 



















 昭和 25 年 4 月 18 日、代議士を辞するにあたって衆議院で森戸は特に発言を



















 森戸は、昭和 25年 4月 19 日に広島大学長に任命され、同月 23 日に着任した。
そして、森戸は昭和 25 年 5 月 25 日の入学式に、大正九年の森戸事件で共に罪
に問われた大内兵衛とともに、入学式の壇上にたった。 






























であります」としたのであった（４３）。この原型は、すでに昭和 25 年 4 月 24 日
の就任挨拶で、「一つの世界」「一つの祖国」とともに、広島大学を「一つの大



























 森戸三原則を実現させるため森戸は、昭和 25 年 6 月 22 日、教養部講堂にて、
「新制大学の使命－学生運動のありかたにふれて－」と題する講演をおこなっ
た。このなかで森戸は、一般教養にふれて次のように語っている。 





























































 そして、戦後 60 年たった今も、森戸の「平和論」や原爆慰霊碑碑文に共通す









(2) 森戸は、昭和 38年 9月に広島市名誉市民を、昭和 46年 11月には文化功労者顕彰を、
そして、昭和 49年 4月に勲一等旭日大綬賞の叙勲を受けている。 






(5) 森戸辰男著『思想の遍歴 上 クロポトキン事件前後』昭和 47年、春秋社。201頁。 
(6) 森戸は、社会変革における暴力革命という方法を平和から最も遠い方法であると考
えていた(森戸辰男著『平和革命の条件』東京出版会、昭和 25年)。 




会党、昭和 21年 7月、26頁)。 
(9) 高橋彦博「憲法議会における「ワイマール・モデルー生存権規定の挿入―」『社会







(10) 第二回(昭和 21年 7月 26日)、第三回(昭和 21年 7月 27日)、森清監訳『憲法改正
小委員会秘密議事録―米国公文書公開資料―』第一法規出版株式会社、昭和 58年。 
(11) 森戸辰男「中国論壇 憲法擁護について」『中国新聞』昭和 28年 1月 4日。 
(12) 『中国新聞』昭和 32年 6月 1日。 
(13) 昭和 33年 2月 19日。 









(15) 「平和の危機と現実的平和主義」『中国新聞』昭和 25年 8月 6日。 





(18) 「日曜評論 平和主義の現実的前進」『読売新聞』昭和 27年 4月 27日。 
(19) 同様の内容として、森戸辰男「独立と平和主義 上・下」『東京新聞』昭和 27年 4
月 28・29日)がある。 
(20) 森戸辰男著『国際連合と平和主義』日本国際連合協会、昭和 27年。 
(21) 同前注、36～37頁。 
















ジー受難の日に想うー」『朝日新聞』昭和 28年 1月 22日)。 
(24) 極東軍事裁判(東京裁判)において日本無罪論を展開したパル博士は、当時、世界連
邦アジア会議のインド代表として来日していた。 
(25) 森戸辰男「平和を求めて」『毎日新聞』昭和 27年 11月 9日。 
(26) 「対日感情非常に好転 森戸学長の米国視察談」『毎日新聞』昭和 26年 5月 19日。 
(27) 「原爆都市復興に関心 森戸さん三月振りに帰広」『中国新聞』昭和 26年 5月 19
日。 
(28) 『中国新聞』昭和 26年 8月 6日。 
(29) 三村剛昮「読者の会議室」『中国新聞』昭和 29年 7月 24日。 
(30) 「平和をめぐる論争 今週の窓」『中国新聞』昭和 29年 8月 1日。 
(31) 『毎日新聞』昭和 29年 1月 6日。 
(32) 森戸辰男「三村教授の『原水爆と日本人』にたいして」『毎日新聞』昭和 29年 8
月 2日。 
(33) 「日本の新しい太陽」『読売新聞』昭和 30年 5月 1日。 
(34) 「第二回 ABCC日本側評議会議事録」昭和 31年 2月 20日、広島 ABCC講堂、『森
戸辰男関係文書』(MO04030300200) 広島大学文書館所蔵。 
(35) 昭和 36年 10月 16日、アメリカ政府からの贈与による広島大学医学部新病棟の
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落成披露式が開催され、エドウィン・ライシャワー駐日米国大使による記念講演が開
催されている。また、同年、広島大学に原爆放射能医学研究所が設置されている。 
(36) 本「メッセージ」は、1962年 8月 5日の NHK日曜解説の手稿「原水爆と日本人」
とも同様な内容である。 
(37) 昭和 22年 10月 14日付広島県知事楠瀬常猪より文部大臣森戸辰男宛学第 1315号





(39) 昭和 25年 4月 18日、衆議院本会議第 38号、衆議院議事録。 
(40) 昭和 25年 4月 20日、中国新聞社説。 
(41) 「広島大学長の森戸さん 就任の抱負・大いに語る」『中国新聞』昭和 25年 4月
14日。 
(42) 『中国新聞』昭和 25年 4月 24日。 
(43) 森戸辰男著『変革期の大学』昭和 27年、広島大学本部。 
(44) 「広島大学長就任の辞」『森戸辰男関係文書』広島大学文書館所蔵。 
(45) 「社説 平和の研究機関を作れ」『中国新聞』昭和 25年 8月 3日。広島平和科学





















学人の会」が、昭和 28 年 2 月に結成されている(2 月 21 日に発足大会、その後、会報、
研究論集等を発刊。昭和 43 年まで活動した)。 
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年 8月 6日で止まった時計の針をすすめるものであったが、その原動力は「怒り」で
あった。 
(51) 森戸辰男「平和と人間」『尚志』第 37号、1962年 3月 25日。 
(52) 同時に、森戸に対応しうる「ヒロシマ」の固有性を体系化する学問形成が出来な
かったことも背景に存在しているといえよう。 
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